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〔資料〕
｢ＮＰ
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【解題】本資料は二○一五年九月九日に民主党
(現・民進党）本部において民主党職員、同党政策調査会部長代理
(役職名は当時）の栂
坂
英
樹
氏
に
対
し
て
行っ
た
イ
ン
タ
ビュー
調
査
の
記
録
で
あ
る。同
調
査
は
筆
者
が
科
学
研
究
費
若
手
研
究
(Ｂ
）の
補
助
を
受
け
て
行っ
て
い
る
関法
第六六巻
三号
二二
(七六五)
「
ＮＰ
Ｏ
政策をめぐるミクロレベルの政治行動に関する実証的研究」の一環とし
て実施したものである。調査に際しては
、関西学
院大学大学院法学研究科院生
(当時）の山野瞳氏がインタビュー記録の補助係として同行した。
栂坂氏は民主党結党以来より、一貫して同党の
ＮＰ
Ｏ
政策の企画立案過程に中
心的に関わってき 政策スタッフである
。氏の証
言から、民主党内での
ＮＰ
Ｏ
政策に対するビジョン、
ＮＰ
Ｏ
やその他の諸団体に
対する認識などを垣間見ることができる
。本イン
タビュー記録は「
ＮＰ
Ｏ
と政治」という研究テーマを考えていくうえで、第一線
級の基礎資料と るであろう。
栂坂氏には大変ご多忙のところ、長時間にわたるインタビューの機会を作って
頂き、筆者の拙い質問にも的確にお答え
頂いた。
また、ご自身の証言を学術的な一次資料として残すことの意義についてもご理解
頂き、本資料の公開にご快諾頂いた。さ
らには、
筆者が他の
ＮＰ
Ｏ
政策の関係者にインタビ
ュー調査が実施できるよう、多方面への取り次ぎの労も取って頂いた。心よ
り御礼申し
上げる次第である。【謝
辞】本
資
料
の
作
成
に
あ
た
り、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
26780098
の
助
成
を
受
け
た。ま
た、イ
ン
タ
ビュー
調
査
の
実
施
お
よ
び
記
録
整
理
過
程において山野瞳氏にご助力頂いた。 して感謝申し上げる。
一
ＮＰ
Ｏ
政策関与の経緯
―
―
―
―
栂坂さんが
ＮＰ
Ｏ
に関心をもち、
ＮＰ
Ｏ
政策に関与するに至った経緯を聞
かせてください。
子供の頃から割と環境問題に関心がありました。もともとの出身は石川県金沢
市で小学校三年までいたのですが、いき
なり父の
転勤で名古屋に行くこと なりました。それが石油ショックの頃です。当時 名
古屋はまさに公害の固まりみたいなとこ
ろで、金
沢と全然違う空気でした。また、た たま旅行で伊勢に行っ 時、近鉄の車窓か
ら四日市の公害のひどさを見て、子供
がらに公
害問題の深刻さを実感しました。その後、滋賀県大津市に転勤になったの
が、今度は「水がめ」である琵琶湖の水が非常に汚
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(七六四)
いことに衝撃を受けました。もう何か、水がドロドロの状態。しかし、たまたま
転校した年に武村正義知事の一回目の選
挙があっ
て、武
村
さ
ん
が
せっ
け
ん
の
条
例
(筆
者
注：
「滋
賀
県
琵
琶
湖
の
富
栄
養
化
の
防
止
に
関
す
る
条
例」一
九
七
九
年
制
定、日
本
初
の
合
成
洗
剤
を
規制する条例）を作られたりも ました。その頃から、自分が生きている環境と
いうのを大事にしないといけないのかな
、という
意識があったんだろうと思ってい す。高校生の頃に田中正造の本なんかを読ん
だり、大学生の頃も環境の勉強もしたり
していま
した。―
―
―
―
ちなみに、大学ではどのような分野を専攻されたのですか。
所属は法学部法律学科で、ゼミは行政法でした。行政法への関心も、公害訴訟
や
ダ
ムの差し止め訴訟などに関心があったからだ
と
思
い
ま
す。市
民
団
体
と
の
関
わ
り
は、当
時
と
く
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た。た
だ、公
害
問
題
で
著
名
な
東
大
の
宇
井
純
先
生
の
話
を
聞
き
に
行ったりはしていました。そういう中で環境
問題への関心を徐々に深めていったと思います。
そ
の
後、一
九
九
三
年
に
細
川
連
立
政
権
が
で
き
た
時
に、政
策
担
当
秘
書
の
制
度
が
で
き、た
ま
た
ま
受
け
た
ら
受
かっ
て
し
ま
い
ま
し
た。
「受
かっ
た
な
あ。ど
う
し
よ
う」と、ぼーっ
と
し
て
い
る
間
に、日
本
新
党
に
い
た
高
見
裕
一
議
員
の
事
務
所
か
ら
電
話
が
か
かっ
て
き
て、
「政
策
秘
書を募集しているんだけど」という話を聞き、面接を受け採用されました 見
さんは、もともとリサイクル運動をやっ
ており、
その後有機野菜の宅配事業「らでぃっ ゅぼーや」を立ち上げるなど活発に市民
運動に取り組んでいました。高見事務所
で働くこ
とになり、最初に長良川河口堰の反対運動に関わり、そこで公共事業のム
ダ
づか
いに関心を深めたり、環境問題 地球温
暖化問題
に取り組む団体とつながるようになったりし
一九九五年に阪神・淡路大震災が起こり、当時新党さきがけに所属していた高
見の選挙区は神戸だったので
ＮＰ
Ｏ
法をつくる
プロセス 関わる
ことになりました。さきがけではそれ以前から
ＮＰ
Ｏ
に関する研究会は存
在していましたが、震災をきっかけに
さらに盛り上がって、
ＮＰ
Ｏ
法をつくりましょうという段階まで来ました。自社
さ政権の三党協議会のような場で どん
どん協議
を重ねて行きました。その後、さきがけの議員のほとん は民主党に移籍したの
ですが、高見は民主党に移らず、選挙に
も落選す
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ることになりました。どうしようかなと思っていたら、今度は民主党の政策調査
会に来ないかという話になりました。当
時、まだ
ＮＰ
Ｏ
法は成立していなかったので、自社さの協議は続いていたのですが、民主
党は与党でも野党でもない「ゆ党」のよ
うな中途
半端な状態でした。当時社民党所属であった辻元清美さんが政権内で
ＮＰ
Ｏ
法制
定のために頑張り、民主党が横から突っ
つくみた
いなことをしていました。他方、環境問題に関しては、市民政調
(筆者注：特定非営利活動法人市民がつくる政策調査会）と一緒
に立法化を目指 環境法の勉強をしたりも ていました。
結局、我々は間接民主主義の上澄みの部分にいて、全部の声を多数決や国会議
員によって代弁するのは不可能だと思
ます。か
つてのように政党の政策レパートリーも少なく、国民の選択も単純だ た頃と違
い、やれ福祉だ、外交だ、環境だ、経済
政策だと
様々な視点がある中、どの争点で政党を選ぶかは 人それ
ぞれです。政党も、選んでくれた人の意図を完全に代弁するわけではな
い。そういう意味では、間接民主主義を補完するために 色々な声をなるべく広
く反映するシステムが必要で 。個人的
には、声
な
き
声、一
番
小
さ
い
と
こ
ろ
の
声
を
ど
う
拾
う
か
と
い
う
の
は
大
き
な
課
題
だ
と
思っ
て
い
ま
す。た
ぶ
ん
そ
う
い
う
意
味
も
あ
り、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
ハ
マっていったんじ
ゃ
ないでしょうか。
―
―
―
―
一
般
的
に
いっ
て、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
で
き
る
前
の
八
○
年
代、九
○
年
代
前
半
頃
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
に
コ
ミッ
ト
し
た
人
た
ち
は、栂
坂さんのように 環境問題系からの接近という形が多いのでしょうか。
いえ、私のもう一つ前の世代は、むしろ福祉系です。障害者問題で非常に困っ
ている、難病で困っている、生活すら困
っている
のに国は何もしてくれ 。そういう運動 結構ありました。環境系は、一九九
二年にブラジルのリオデジャネイロで開
催された
地球サミットあたりから盛り上がってきて、福祉系の方も巻き込みなが
ら少しずつ大きくなりました。今でも福祉系のほうが老舗
だし、規模も大きいです。環境系は未だににこじんまりした世界ですね。―
―
―
―
ＮＰ
Ｏ
法をつくろうという動きの主体としても、福祉系の方が中心だった
のですか。
その当時は色々でしたね。福祉系だけでなく、環境系の動きも大きかったです
。あとはボランティア団体ですよね。あ
の頃は曹
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洞
宗
ボ
ラ
ン
ティ
ア
も
大
き
かっ
た
で
す。あ
と、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
(筆
者
注：特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
ティ
ア
セ
ン
ター）
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
(筆
者
注：特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
ター）な
ど
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
系
で
す
ね。福
祉
系
は
社
会
福
祉
法
人
が
あっ
た
の
で、や
は
り
環
境系や
Ｏ
Ｄ
Ａ
系のような、社会福祉法人をつくるわけにもいかない、拠り所に困
った団体の方が
ＮＰ
Ｏ
法制定に主体的に関わった
印象があります。
二
諸団体との関連
―
―
―
―
日
本
の
市
民
社
会
に
は、新
し
く
出
て
来
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
と
は
別
に、旧
来
か
ら
存
在
し
て
き
た
財
団・社
団
法
人
や
社
会
福
祉
法
人、学校法人、宗教法人、協同組合、自治会・町内会などの諸団体がありま
す。そうした旧来型団体の改革と、
ＮＰ
Ｏ
や市民
運動の推進策は、あまり連動していない印象を受けますが、いかがでしょう
か。
連動していないわけではないと思います。公益法人制度改革は「あんなもので
きるわけない」とみんな言ってい わけ
ですが、
結果的に
はすごくドラスティックにできました。官庁ごとに縦割りで運用されてきた制度で
すし、民法を変えるのは困難だと思わ
れていましたが、最終的には変わりました。それ以前の
ＮＰ
Ｏ
法制定の動きは、
そこまでドラスティックではなかったで
すが、公
益法人制度改革 一定の影響を及ぼした部分 ると思います。
ただし、公益を担う団体の法人格が現在でも乱立している状況は問題といえる
でしょう。今は中間法人あり、社団法人
あり、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法人ありで、いびつな状態になっています。他にも学校法人や社会福祉法人
もあります。税制上の扱いもバラバラ
す。最終
的にはもっと統合した形にならないといけないと思い すね 共益団体や協同組
合は一緒に ていいのかどうかはまだ分
からない
ところがありますけど。―
―
―
―
法
人
格
の
統
一
と
い
う
問
題
も
あ
る
の
で
す
が、他
方
で
運
動
体
と
い
う
か、民
主
党
を
サ
ポー
ト
す
る
団
体
と
し
て、旧
来
型
団
体
を
取
り込もうという動きは民主党内にはない
のでしょうか。
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団体側も縦割りの意識が強くて、それぞれの領域ごとに別個にロビイングをし
てくるので、我々としても、一手に引き
受け切れ
ないんですよね。お互い一体的にできれ
ば
いいんでしょうけど、なかなかできて
いないというのが現状です。
―
―
―
―
民
主
党
の
綱
領
に
は「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が、そ
の
場
合、特
定
非
営
利
活
動
法
人
以
外
の
様々
な
非
営
利
組
織
は含まれない、という理解なのでしょうか。
人によって全然イメージが違うんですよ。非営利セクター全体を指している用
語だと思って る人も、
ＮＰ
Ｏ
法人だと思ってい
る人もいます。綱領を書いた者は、広い概念として捉えていると思いますが。―
―
―
―
「
ＮＰ
Ｏ
」概念の統一了解をつくる感じではない、ということですかね。
統一了解をつくるのは、なかなか難しい問題だと思います。例え
ば
、何で
ＮＰ
Ｏ
の存在が必要かという認識も、色々な捉え方が
あります。新自由主義の人は「政府の機能は全部
ＮＰ
Ｏ
に任せよう」
といったイメージで使うし、他方、社民主義的な立場の人は
「国と協働でやっていきましょう」みたいな意味で
ＮＰ
Ｏ
をとらえています。う
ちの党内での一般的な見方も、
ＮＰ
Ｏ
のみに期待
するような意味 は考えていないです。突き詰めると、じ
ゃ
あどっちなんですか
という話になっち
ゃ
うので、その議論は今のとこ
ろ避けて通ってい ね。
三
ＮＰ
Ｏ
政策の推進体制
―
―
―
―
ＮＰ
Ｏ
政策についての情報・知識というのは、どういう形で取り入れてい
るのでしょうか。
勉強会が多いですね。私は文字を追っかけているだけで 頭にすっと入って
こない性格なので、現場に行って話を聞
きますね。
あと民主党は、各地へ出向い
ＮＰ
Ｏ
に集まってもらい、議員との意見交換会を
結構やります。会では 地域ならではの
困りごと
や課題など色々な意見が出ます。毎年やっていると、ある地域では「
ＮＰ
Ｏ
全体
で集められてもいろんな意見が出て言い
放しなだ
けだから、次からは分野別に変え
てくれ」と、向こうから言ってくるようにもなりました。
｢ＮＰ
Ｏ
と政治」インタビュー調査記録（一）民主党政策調査会
栂坂英樹氏
二七
(七六〇)
―
―
―
―
その会合には各地の
ＮＰ
Ｏ
支援センターの人も来るんですか。
はい、来ますね。例え
ば
広島の場合、
ＮＰ
Ｏ
の名簿を見て広島県の団体全部に
はがきを送ります。こういうのをやりま
すから誰
でもどうぞ、という趣旨のものです。すると、たくさん集まってくる。百人ぐら
い来ます。百人も来れ
ば
百人全員とは話せないか
ら、
ＮＰ
Ｏ
側にフラストレーションがたまったようです。
寄附税制が変わったときは、シーズ・市民活動を支える制度をつくる会の松原
明さんにお願いして、各県で寄附税制の
説明会も
行いました。やはりせっかく我々がつくった寄附税制を
ＮＰ
Ｏ
に使ってほしいの
で。あれって、自治体が条例をつくらな
いと全部
もらえないんですよね。だから、そ した条例を地域でつくるという願いもあ
て行いました。条例のひな型 つくった
りもしま
した。―
―
―
―
なるほど。とても意義ある会合をしているので、もっと報道されて、広く
世間に知ってもらいたいところ
ですね。
そういうのは地道な活動で、報道してほしいと思ってやっているわけじ
ゃ
ない
ので、なかなか報道にはなりませんが。
このよう
に党として現場に行くこともあれ
ば
、私が単独で色々な
ＮＰ
Ｏ
主催の会合に出る
こともあります。
―
―
―
―
と
こ
ろ
で、民
主
党
の
綱
領
で
は
一
番
始
め
に「新
し
い
公
共」と「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」の
話
が
出
て
来
ま
す。と
い
う
こ
と
は、民
主
党
が
一
番
力を入れている政策は、
ＮＰ
Ｏ
政策だと理解してもよいのでしょうか。
綱領で最初に来ているというのは、意気込みだけはち
ゃ
んとあるということで
す。でも、政権を取って最初にまとめて
きたのが
ＮＰ
Ｏ
の寄附税制でしたので、現在は少し一息した感じがありますね。
―
―
―
―
党
内
で
も
議
員
さ
ん
や
ス
タッ
フ
の
方
に
とっ
て、
「新
し
い
公
共」と
い
う
ス
ロー
ガ
ン
は
自
分
た
ち
の
一
番
の
ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
な
の
でしょうか。
そうですね、アイデンティティとしてはあります。あと、
「新しい公共」だけはあまり他党から攻め込まれていないと
思います。
民主党政権の時、自民党は戸別所得補償がけしからんとか三五人学級は
ダ
メだと
か、子ども手当は
ダ
メだとかは色々言ってきまし
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た。し
か
し、
「新
し
い
公
共」に
つ
い
て
は、そ
こ
ま
で
ひ
ど
い
攻
撃
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
業
界
か
ら
も
批
判
は
そ
ん
な
に
な
い
で
す。
「新しい公共」に対する居心地のよさもあると思います。―
―
―
―
議員さんの間でも、今の時代で「新しい公共」を露骨に否定する人はいな
いですよね。
は
い、い
な
い
で
す
ね。そ
れ
に
民
主
党
は、九
六
年
に
で
き
た
こ
ろ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
寄
附
税
制
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す。
「新
し
い
公
共」
は、やはり党としての柱の一つにはなっていますね。―
―
―
―
た
だ
し、一
般
の
有
権
者
は、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
存
在
す
ら
よ
く
分
かっ
て
い
な
い
し、
「新
し
い
公
共」も
イ
マ
イ
チ
浸
透
は
し
て
い
ま
せ
ん。こ
れらの存在を人々の間に浸透させていこうというお気持ちはあるのでしょう
か。
ありますね。だから松原さんを連れていって、色々なところで講演してもらっ
たりしています。でも講演に来る人が業
界の人
ば
かりなのは事実です。確かに、見栄えや即効性から と、子ども手当の方が直
接お金が入
るなど人々に実感が湧きやすい政策で
す。寄
附
税
制
は
半
分
返っ
て
く
る
と
は
い
え、社
会
が
ど
う
変
わ
る
か
は
間
接
的
に
し
か
分
か
ら
な
い
も
の
で
す。
「私
の
寄
付
し
た
お
金
が
半
分
返ってくる」まで いい けど、そこから、
ＮＰ
Ｏ
がどう使って社会がどう変
わるのか分かるのは結構時間がかかるの
で、分か
りづらさがありますよね。―
―
―
―
民
主
党
内
で、例
え
ば
「子
ど
も
に
優
し
い
政
党」と
か「女
性
に
優
し
い
政
党」で
売っ
て
いっ
た
方
が
分
か
り
や
す
い、と
い
う
議
論
にはならないのでしょうか。
そ
う
し
た
キャッ
チ
コ
ピー
は
す
で
に
あ
り
ま
す
か
ら
ね。
「チ
ル
ド
レ
ン
ファー
ス
ト」と
か、
「コ
ン
ク
リー
ト
か
ら
人
へ」と
か。
「人
に
投
資
を」という柱があって、その一環として「新しい公共」や「
ＮＰ
Ｏ
」が出てきま
す。
―
―
―
―
なるほど、言われてみれ
ば
、本来はそれらは全部つながっていますよね。
我々の力不足ですが、こういう社会になるんだ、自民党さんと全然違うのね、
という全体のストーリーが描き切れてい
ないのは
事実だと思いますね。個別の政策はそれぞれいいのがあるけど、全体パッケージ
や社会がこう変わりますといった説明が
ち
ゃ
んと
｢ＮＰ
Ｏ
と政治」インタビュー調査記録（一）民主党政策調査会
栂坂英樹氏
二九
(七五八)
できていません。―
―
―
―
九六年結党の旧民主党の時から一貫して
ＮＰ
Ｏ
政策にコミットしてきたの
は、誰の影響が強かったのでしょうか。
横田克己さんや高野孟さんの影響は大きかったと思います。
―
―
―
―
議員では、市民運動出身の菅直人さんの影響でしょうか。
菅さん、鳩山さんは、初代の二人代表制で、最初の地球市民委員会委員長は藤
田幸久さんでした。ただ、実質動かして
いたのは
石毛えい子さんで、市民系でした。―
―
―
―
党
内
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・市
民
活
動
関
係
の
方
針・政
策
に
つ
い
て、審
議・方
針
決
定
を
行
う
部
門
会
議
と
い
う
の
は
置
か
れ
て
い
な
い
ん
で
す
ね。
現在はないですね。だ だんうちの党も縦割りになってきていて、省庁の形に
対応してこっちも置くみたいな受け身の
組織立て
に
なっ
ち
ゃ
っ
て
い
る
ん
で
す
よ。う
ち
の
特
徴
を
組
織
と
し
て
示
す
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
て
い
ま
せ
ん。昔
は
自
分
の
や
り
た
い
プ
ロ
ジェ
ク
ト
チームとかを勝手にポンポンつくれていました。その め、
ＮＰ
Ｏ
局って政
調の組織じ
ゃ
なかったんですけど、
ＮＰ
Ｏ
局で結局法
案をつくっていたりしたことがあって、それを政調に持ち込んで政策決定をした
時代が初期の民主党の頃はありました。
―
―
―
―
その場合、持ち込む先の政調というのは、自民党のように部会があって政
調審があってという感じでしょうか。
どうやっていたかイマイチ記憶がないんですけど、初期 頃は政調会長が
Ｏ
Ｋ
って言え
ば
Ｏ
Ｋ
みたいな感じの時代もあったんで
す。プロジェクト は横断的なと ろだから、部会を通さず プロジェクト
チームとして上げてもいいルールでした
。だから、
ＮＰ
Ｏ
は領域横断的だからプロジェクトチームにしてしまって、そのまま政調に
、という感じだったと思います。
―
―
―
―
党
内
の
意
思
決
定
の
あ
り
方
も、やっ
ぱ
り
自
民
党
に
対
す
る
ア
ン
チ
テー
ゼ
と
い
う
意
識
が
常
に
あっ
て、同
じ
で
は
い
け
な
い
と
い
う
感覚があったのでしょうか。
同
じ
で
は
い
け
な
いっ
て
い
う
つ
も
り
は
な
い
ん
で
す
け
ど、昔
は
よ
り
柔
軟
で
し
た。プ
ロ
ジェ
ク
ト
チー
ム
が
二
◯
も
三
◯
も
あっ
た
時
代
が
関法
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あったので、一時期党内でも批判があった。プロジェクトチームといっても、二
◯もあると二、三人しか来ない会議にな
るんです。
そ
の
結
果、チー
ム
で
決
め
て
法
案
が
上
に
上
がっ
て
き
て
も、
「こ
れ、い
つ
誰
が
決
め
た
ん
だ
ろ
う」み
た
い
な
状
態
に
なっ
て、最
近
は
プ
ロ
ジェクトチームを減らしましょう、という雰囲気になっているんです。やっぱり
組織って、できた頃は何でもいいからと
にかくつ
くって行けみたいな状態だったので、意思決定も結構柔軟だったんですけど、時
間を重ねるにつれて、だんだん自民党的
という 、
組織的にち
ゃ
んと下から順番に上げますよ、みたいなルールができてきました。
ただし、それでもうちは自民党の総務会
のような
政策と党務を合わせた上の決定機関というのは置いていません。その点は自民党
とは違う運営をしています。
―
―
―
―
ＮＰ
Ｏ
政策について党内で色々な意見があって揉める、ということはない
のでしょうか。
揉めたことないですね。
ＮＰ
Ｏ
の寄
附税制で反対っていう話は聞いたことがないんで、そういう意味では結構すんな
りといきま
すね。
ＮＰ
Ｏ
で揉めたのは、根本的な考え方をどうするかというところで、うち
の党に河村たかしさんがいた頃には少し
ありまし
た。河村さんは寄附税制でも独自の考えを持 れていたし、基本的な発想は新自
由主義で、なるべく自治体とか国の役割
を減らし
て、足りなくなった分を
ＮＰ
Ｏ
にやってもらう、という考えでしたので。
四
他党の認識
―
―
―
―
ＮＰ
Ｏ
に対する認識や距離感は、他の 党の中ではどこと近いですか。
社民党さんや公明党さんは近いですね。
―
―
―
―
それは民主党と公明党・社民党の間で政策のすり合わせをしているわけで
はなく、自然に近くなっているのですか。
はい。お互いがお互いを見ると、言っていることは非常に近いね、という感じ
です。公明党の
ＮＰ
Ｏ
に対する認識はよく分かり
ません。しかし社民党は、辻元清美さんがもともといらっし
ゃ
ったし
ＮＰ
Ｏ
法制
定
の経緯もあり、民主党と非常に近い関係にある
と思います
｢ＮＰ
Ｏ
と政治」インタビュー調査記録（一）民主党政策調査会
栂坂英樹氏
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―
―
―
―
公
明
党
は
こ
の
一
〇
年、ずっ
と
自
公
で
連
携
し
て
い
ま
す
よ
ね。で
も
考
え
方
は、民
主
党
の
ほ
う
が
近
い
よ
う
に
感
じ
ま
す。例
え
ば
自民党から公明党を引き離し、民主党と組むようにもっていくことは、民主
党がもっと強かった二◯◯九年の時に考
えなかっ
たのでしょうか。
はい、そうした動きは起きませんでした。これは私の推測ですけど、あそこま
で自公で選挙を共に戦い、連立政権を組
んでいる
と、
「下」がくっついち
ゃ
っているのではないでしょうか。例え
ば
自公両党の地
方議員が一緒に国会見学会をやっているんですね。
政策の違いはお互いあるけど、選挙は地域レベルで一体化が進んでいて、今さら
引き剥がしようがない状態 なっている
んじ
ゃ
な
いかと思います。―
―
―
―
確
か
に
自
民
党
は
選
挙
に
強
い
で
す
が、公
明
党
の
票
で
小
選
挙
区
が
支
え
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
よ
ね。民
主
党
が
も
う
一
度
政
権を取るには、やはり公明党を引き剥がすのが一番の近道じ
ゃ
ないかなと思
ったりもしま
すが。
これも私の推測ですけど、公明党として自民と民主のどっちにつくのが得かを
考えた場合、政策の近い者同士がくっつ
いても差
が示せないんですよね。自民党と公明党の政策は大分違うから、公明党は自民党
の暴走を止めるとか、公明党 頑張った
からここ
まで引き戻した だっていう強調がしやすい。 が近過ぎると、
「じ
ゃ
何で同じ党じ
ゃ
なくて、バラバラでやっているの」とか、
「公明党さん、この政策で何やった 」 言われてしまいます。政党規模が大き
い方が宣伝力も高いので 公明党として
も似た者
同士を選択しないと思 ます。
五
各議員の立場
―
―
―
―
傍
か
ら
見
て
い
る
と、野
田
政
権
以
降、民
主
党
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
政
策
に
少
し
消
極
的
に
なっ
た
イ
メー
ジ
が
あ
り
ま
す。こ
れ
は、鳩
山
政
権
と菅政権である程度
ＮＰ
Ｏ
政策の推進を達成できたからだと思います。しか
し、やはり印象として、野田佳彦さんは
ＮＰ
Ｏ
に
関心があまりなさそうに見えます。実際のところはどうなんでしょう
か。鳩山さんは間違いなく
ＮＰ
Ｏ
に関心があったと思う
関法
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のですが。
野田さんと鳩山さんでは経歴が違いますからね。野田さんの
ＮＰ
Ｏ
政策に対す
るプライオリティは、鳩山さん、菅さん
よりも若
干落ちている感じは確かにあります。ただ、野田政権のときも逢坂誠二さんなど
が結構熱心に取り組んでいたので、鳩山
さんたち
の頃の
ＮＰ
Ｏ
に対する情熱が急速になくなったという感じはありません。
―
―
―
―
野
田
さ
ん
の
次
が
海
江
田
万
里
さ
ん、そ
し
て
今
は
岡
田
克
也
さ
ん
が
党
代
表
で
す。海
江
田
さ
ん
や
岡
田
さ
ん
も
あ
ま
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
関
心を示していない印象があります。
う
ちっ
て
宣
伝
が
ど
う
も
下
手
で。岡
田
さ
ん
は
昔
か
ら
本
当
に
地
道
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
よ。ア
フ
リ
カ
へ
の
支
援
を
ずっ
と
やっていますので、
Ｏ
Ｄ
Ａ
系の
ＮＰ
Ｏ
との付き合いはすごくあると思います。
―
―
―
―
次
世
代
の
代
表
格
で
あ
る
枝
野
幸
男
さ
ん
や
細
野
豪
志
さ
ん
も、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
関
心
が
特
段
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
で
す
が、実
際
の
と
ころはどうなのでしょうか。
細野さんは福島県で自ら
ＮＰ
Ｏ
を立ち上げており、ボランティアに対する関心も高いです。枝野さん
はあんまり目立たず、言わ
ないだけで、別に低いわけじ
ゃ
ないんです。ちなみに前原誠司さんも、枝野さん
や私と同じように、日本新党からさきが
け、そし
て民主党と道を歩んできましたので、ボランティアとか
ＮＰ
Ｏ
に対する思いとい
うのは結構強いですね。
―
―
―
―
な
る
ほ
ど。つ
ま
り、枝
野
さ
ん、細
野
さ
ん、前
原
さ
ん
な
ど
は、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
政
策
に
関
心
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
ど、そ
れ
で
名
を
挙
げようとはあまり思っていらっし
ゃ
らない、ということなんでしょうかね。
そ
う
で
す
ね。岡
田
さ
ん
に
し
て
も
地
道
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
つ
き
合っ
て
い
る
は
ず
で
す
が、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
＝
私」っ
て
こ
ぶ
し
を
振
り
上
げ
て
目
立
つ
タ
イプではないですね。―
―
―
―
ＮＰ
Ｏ
をある種の集票基盤や集金基盤のあてにしようという考えは、民主
党の中にはないのでしょうか。
ないというか、今のところやりようがないですね。
ＮＰ
Ｏ
業界は全体的に、ど
こを支援すると
いった政治活動はやりたがりませ
｢ＮＰ
Ｏ
と政治」インタビュー調査記録（一）民主党政策調査会
栂坂英樹氏
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(七五四)
ん。
ＮＰ
Ｏ
法に書いてある政治活動規制を言い逃れにしている部分があるのでは
ないか、と私は思っていますが。したが
って正直、
ＮＰ
Ｏ
は集票基盤として扱いにくいです。しかし、当分はそれでいいんじ
ゃ
ない
でしょう 。ただそれは、
ＮＰ
Ｏ
の政治的立場が
いつまで経っても強くならないのと裏返しなので、どこかでそのことに気づいて
もらわないといけないとは思います。と
はいえ、
無理やり気づかせ 仕方がありません。このままじ
ゃ
業界として
ダ
メだから少
しまとまろうよ、という気運になっても
らうのを
期待するしかないと思いますね。―
―
―
―
ＮＰ
Ｏ
議員連盟に名を連ねている人には、参議院議員の方が多い印象があ
るのですが、これはなぜでしょうか。
仮に特有感があるとすれ
ば
、参議院は解散がないことですよね。安定的に六年
間好きなことができるから
ＮＰ
Ｏ
に関わっている
というのはあると思います。
ＮＰ
Ｏ
業界の状態と重ねて見れ
ば
、
ＮＰ
Ｏ
と緊密に
つき合った
ところで、正直選挙の面でそんなにい
いこ はない。普通は、それなら違う業界と緻密につき合うほうがいいと考えま
す。衆議院はすごく泥臭い世界なので
票が出そ
うなと ろから貪欲に食って か いと、と う雰囲気に りがちです。一方参
議院は、一人区もありますけど、比例区
は結構の
んびりできます。衆議院の先生方は、本当は
ＮＰ
Ｏ
政策をやりたいと思っている
けど、選挙のことを考えると余裕がない
のかもし
れません。―
―
―
―
ある程度選挙のことを気にしなくていい人のほうが
ＮＰ
Ｏ
政策にコミット
しやすい、ということでしょうかね。
今
の
状
況
だ
と
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
感
じ
で
す
よ
ね。もっ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
業
界
が
育っ
て、
「票
が
こ
ん
な
に
あ
る」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
なっ
て
く
れ
ば
、また話は別だと思うんですけど。
―
―
―
―
参議院議員が
ＮＰ
Ｏ
への関心を深めることの背景には、江田五月さんの影
響があるので ょうか。
やっぱり江田さんは重鎮ですし、ずっと
ＮＰ
Ｏ
政策をされて
いらっし
ゃ
いますから、一定の影響はあるでしょうね。
―
―
―
―
辻
元
さ
ん
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・市
民
活
動
出
身
者
を、民
主
党
の
人
材
供
給
源
と
し
て、国
政
は
も
ち
ろ
ん、地
方
で
も
積
極
的
に
拾っ
て
いく方針はあるのでしょうか。
関法
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はい。広島で参院選に当選した森本真治さんも
ＮＰ
Ｏ
の出身ですし、なるべく
ＮＰ
Ｏ
系出身者を拾う傾向があります。生協系出
身の大河原雅子さんは残念ながら前回選挙で落選しましたが。民主党としては、
自民党には拾いづらい多様な人材を拾う
方向性が
あると思います。ただし、それがどこまで確固たる方針になっているかは分かり
ません。
―
―
―
―
党の人材リクルートメントを考える部局はどこになりますか。
選対ですね。各都道府県は各都道府県連で一応探します。あとは松井孝治さん
が結構リクルートをやって ました。経
済産業省
出身で、色々な業界をご存知なので。ちなみに、松井さんの考える「新 い公共
」の範囲はかなり広くて、狭い意味での
ＮＰ
Ｏ
業
界に限らず 商店街とか色々な人にもっと声をかけるべきだという持論をよく展
開されていました。
六
集票活動への影響
―
―
―
―
繰り返しの質問になりますが、
ＮＰ
Ｏ
はやっぱり票になりにくいという印
象があるのでし
ょうか。
そうですね。まとまって票が出る感じはあまりないです。
―
―
―
―
党
と
し
て
票
が
取
れ
る
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
政
策
を
や
る
の
で
は
な
く、筋
論
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
政
策
を
推
進
す
べ
き
だ
と
思
う
か
ら
取
り
組
ん
で
い
らっし
ゃ
る、ということでしょうか。
はい、今のところはそうとしか言いよう ないですね。でも、実際には
ＮＰ
Ｏ
から票が出ているかもしれないし、それ
は分かり
ません。他の業界みたいに、お互いにアピールし合わ いので。例え
ば
連合傘下
の労働組合だっ 、組合員のごく一部し
か票が出
ない、みたいな は結構あります。けど労働組合は
ＰＲ
も上手で集会も開いて
いる。 は票が出なくてもポスタ
ー張りな
ど何でもやってくれるため、うちとしてもありがたいんだと思いますね
ＮＰ
Ｏ
から本当に票が出ているかどうかは、分かりません。ただ、うちが勝つ
ときは、
ＮＰ
Ｏ
系の票がたっぷり入っているはず
です。労働組合は固定票ですから。
ＮＰ
Ｏ
に票を出してもらうための政策
をどうつくってアピールするかは、本来なら我々の一番
｢ＮＰ
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の課題なのでしょう。しかし今のところ、地道にそれを研究するような状態では
ありません。
―
―
―
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
重
要
性
を
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
問
題
と
い
う
気
は
し
ま
す
ね。一
般
の
有
権
者
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
重
要
性
に
気
づ
け
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
政策に真剣に取り組んでいるから民主党さんを支持しよう、というのは
あり得る得票パターンかもしれません。
そうですね。今でも
ＮＰ
Ｏ
は行政の補完だというイメージを持つ人が多いです
よね。でも、本当は行政の隙間を埋める
ことが非
常に重要で、行政に助けてもらえず困っている人や行政だと画一的にしか対応で
きないところを
ＮＰ
Ｏ
が救っているわけですか
らね。しかし
ＮＰ
Ｏ
は縁の下の力持ち的なところがあり、あまり目立っていませ
んよね。
―
―
―
―
例
え
ば
、行
政
か
ら
は
見
放
さ
れ
て、生
活
支
援
系
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
救
わ
れ
て
い
る
人
た
ち
は、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
大
事
だ
と
思っ
た
と
し
て
も、だ
から民主党に投票しようとはならないのでしょうね。
いや、入れてくれるかもしれ
ないですよ。ただ民主党は
ＮＰ
Ｏ
から表立って支援される関係ではない
ので、分からない人も多い
かもしれませんが。―
―
―
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
もっ
と
増
や
し
て
く
れ
る
政
党
は
ど
こ
な
の
か
と
考
え
た
と
き
に
民
主
党
が
浮
か
べ
ば
、もっ
と
票
に
な
る
の
で
は
な
い
で
しょ
うか。
政権を取ったときの「コンクリートから人へ」といった、いいキャッチフレー
ズがあれ
ば
分かりやすいんでしょうけどね。
―
―
―
―
政権時と異なり、現在その他の旧来型非営利法人を民主党に引きつけよう
とするのは難しいのでしょうか。
そうですね。ただ、自民党一辺倒でない業界団体 増えてきています。医師会
も県によっては支持先が様々です。確か
に自民党
支持の傾向はあんまり変わってないのかもしれませんが、地域によっては崩れて
いる部分もあり、少し変わって来ている
感じがし
ます。―
―
―
―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
し
て
は、政
治
活
動
規
制
が
あ
る
た
め
に、政
党
と
の
関
係
構
築
が
し
づ
ら
い
と
思
い
ま
す。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
上
の
政
治
活
動
規制を取っ
払うという気運にはならないのでしょうか。
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そうなんですよ。政権のときに変えておけ
ば
よかったんですけどね。
―
―
―
―
あ
の
規
制
は、明
ら
か
に
他
の
法
人
格
と
差
が
あっ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
け
が
不
利
を
受
け
て
い
ま
す
も
の
ね。た
だ
し、医
師
会
だっ
て
別
に
政
治団体をつくって政治活動をやっているから法人格は関係ない、
ＮＰ
Ｏ
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
政治連盟を立ち上げれ
ば
済む話だ、という考
え方もあるようです。そういう意味では、政治連盟としてまとまれない
ＮＰ
Ｏ
側の問題かもしれません。しかし、やはり法律
に
あ
あ
いっ
た
形
で
政
治
活
動
規
定
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
の
は
非
常
に
象
徴
的
で、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
と
し
て
は
政
治
活
動
を
や
り
づ
ら
い
雰
囲
気
に
なっていると思います。
確かに
ＮＰ
Ｏ
を政治的に動きづらくしている原因になっていますよね。活動全
体の中で四九
％
までなら政治活動は
Ｏ
Ｋ
といって
も、どこが四九
％
かなんて誰にも分かんないわけですから。だからこそ、政権の
ときに変えておけ
ば
よかったのですが、あの時の
ＮＰ
Ｏ
法改正は大改正だったため、他のこ
とで頭が一杯でした。
ＮＰ
Ｏ
法改正は、自民党まで全部賛成してもらい、納
得がある感
じ
で
変
え
ま
しょ
う
と
い
う
の
が
暗
黙
の
ルー
ル
に
なっ
て
い
る
の
で、政
治
活
動
規
制
を
取っ
払
う
こ
と
を
自
民
党
が
Ｏ
Ｋ
と
言
う
か
ど
う
か、
ちょっと気にしていたのかもしれません。
七
労働組合との関係
―
―
―
―
民
主
党
は
労
働
組
合
と
良
好
な
関
係
に
あ
り
ま
す
が、そ
の
労
働
組
合
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
間
で
の
バッ
ティ
ン
グ
と
い
う
の
は
な
い
の
で
しょ
う
か。
結構ありますね。例え
ば
福祉タクシーを運営している団体は、なるべくボラン
タリーに安くやりたいのですが、それは
タクシー
業界にとって全然うれしい話ではありません。白タクまがいのことをやられても
こちらは困る、みたいな話になるわけで
す。例え
ば
駅のバリアフリー化のようなことをすると、経営が圧迫されて人が切られて困
るといった話が出てきます。利害は必ず
しも一致
しているわけではないので、大局的に見れ
ば
ＮＰ
Ｏ
の言っていることが正しくて
も、問題が局所的に
生ずることもあります。
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―
―
―
―
労働組合は
ＮＰ
Ｏ
ではなく、民主党に直接苦情を言いに来るのですか。
はい。うちが福祉タクシーをどうやって合法化するかといった議論を始めると
、直接話が来ます。
―
―
―
―
労組系と
ＮＰ
Ｏ
系の調整会議があるわけではないのですよね。
ありませんね も ろん党と連合とは定期協議をやっています。とくに、温暖
化対策などの環境問題や原発問題につい
ては団体
間で意見が合わないことが多いですね。―
―
―
―
ということは、労組系と関係が深い議員たちは、
ＮＰ
Ｏ
に何となく冷淡な
感じがあるのでしょうかね。
いえ、政策分野も色々ありますから、分野ごとに関係も様々ですね。例え
ば
、
労組系の議員は人権問題には理解がある
人が多い
ので、人権系の
ＮＰ
Ｏ
とはち
ゃ
んとつき合うけど、環境系の
ＮＰ
Ｏ
とは利害が衝
突するのであまり合わない という感じ
になった
りしますね。ただし、組合によっても関係は色々 。
八
今後の課題
―
―
―
―
全
般
的
に
見
れ
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
の
担
い
手
の
人々
は
あ
ま
り
政
治
と
は
関
わ
り
た
く
な
い
と
い
う
意
識
を
持っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す。これはどうやったら解消できるのでしょうか。
なかなか難しい問題ですね。世の中に対する不満や不平はたぶん誰でも少しは
あって、本当は政治で解決しなけれ
ば
ならない問
題が非常に多いはずなんです。しかし、政治には頼み くい。まず、どこに頼ん
でいいのか分からないという気持ちが出
てくるし、
「どうせ金で動くのでしょう」
、「私たちは結局業界の力に負けるのでしょう」といった、最初から勝て
ない意識もあります。
ＮＰ
Ｏ
から頼まれた側も、それをすぐ解決できるかというと、本当に細かいネタなら
役所がぱっと通達を出してすぐに変わる
ものもあ
りますが、結構長く戦って勝てるかどうかというものが多いので、決して費用対
効果は高くありません。
また、党の意思決定に市民をどう関わらせるかは結構難しい課題です。本当
国民が政治の決定過程に少しでも関与す
る仕組み
、
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例え
ば
、人々をラン
ダ
ムに集めて熟議をしてもらって討論型世論調査みたいな形
で決めて、というような民主党政権の時
にやった
ものを積み重ねていけ
ば
、もっと人々の意識も変わってくる。もしかすると抽選
で私が当たって政治的な意思を表明でき
るかもし
れないと聞け
ば
、政治というものが身近にも感じられるし、自分で言ったことが
そのままストレートに政策に反映される
可能性も
出てきます。要するに日本って、行政の側もステークホル
ダ
ーみたいな業界団体
を呼んで、市民は市民団体の人が一人だ
け入って
審議会をつくる、といったラン
ダ
ムに選
ば
ない方式がほとんどじ
ゃ
ないですか。
だから、 ういう仕組み自体を我々とし
ては変え
なき
ゃ
いけないな、とは思います。もっと普通の人々の参加の機会を増やしたり
、自分が言ったことが正 に評価される
可能性が
ゼロじ
ゃ
ないと分かってもらえるようにしたりすれ
ば
、政治に対する不信も大分
減ってくると思います。とにかくい
い作品、いい
商品をつくることに専念す が我々の悪い癖です。作品づくりのプロセスをあ
まり重視せずに、でき上がったものがよ
けれ
ば
い
いじ
ゃ
ないか、みた に っち
ゃ
います。本当はそうじ
ゃ
なくて、プロセスで色
々な人を関与させ、政治とい ものを分
かっても
らえる機会をつくらなき
ゃ
いけない。しかし、なかなかそれがやり切れていない
ので、政治不信が蔓延しているのだ 思
います。
―
―
―
―
民
主
党
政
権
の
時、政
治
に
対
す
る
あ
る
種
の「偏
見」を
持っ
て
い
た
市
民
団
体
の
人
た
ち
が、政
権
党
で
あ
る
民
主
党
と
関
わ
る
中
で
考え方が変化した、というようなことはありましたか。
はい、ありました。最初は先鋭的な考えを持った方って多いですよね。こうい
う制度がけしからんから何とかしろ み
たいな。
で
も、お
互
い
話
し
合っ
て、色々
な
法
制
度
を
検
討
し
て
い
く
過
程
で、役
所
の
人
に
も
来
て
も
らっ
て
話
を
す
る
と、色々
な
と
こ
ろ
が
引っ
掛
かって物事が一筋縄では解決しないのが分かってくる
わけですよ。もちろん、先鋭的な問題意識は、最初の取っかかりとして非常
に正しい、と思います。この制度はけしからんと直感的に思うから、それを何と
かしたいと我々は考えます。調べると色
々な要素
が絡んで、じ
ゃ
あどうやって解決しましょうかという段階になると、ようやくお
互いに打ち解けあって様々なアイディア
が出ます。
けしから と言 いるだけじ
ゃダ
メだから、ここを変えてみよう、というふう
に、議論している間に尖らなく るとか
、お互い
にクリエイティブになる か、そういう例は結構ありました。
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―
―
―
―
今後、
ＮＰ
Ｏ
政策のどこをどう変えていくべきなのでしょうか。その際、
何が障害になり、何が鍵になるのでしょうか。
制度はかなり整ってきたので、やっぱり認知度をもう少し上げなき
ゃ
いけない
でしょう。あとは、議会側じ
ゃ
なくてもいいので、
行
政
側
が
ラ
ン
ダ
ム
に
市
民
を
取
り
込
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
ら
な
い
と、い
つ
ま
で
経っ
て
も
不
満
は
不
満
の
ま
ま
で
す。
「け
し
か
ら
ん」と
言
う
窓
口
は
あ
る
と
思
う
の
で
す
が、行
政
を
動
か
し
て
意
見
が
反
映
さ
れ
る
場
所
に
自
分
が
直
接
関
わ
れ
る
よ
う
に
し
な
い
と、
「市
民
団
体は文句
ば
かり言う」みたいなことになってしまいます。行政なり政治の過程に
こういう方々をうまく取り込めるような
仕組みを
つくったほうがいいと思います。審議会は審議会でステークホル
ダ
ー同士が議論
して結論を出せ
ば
いいですが、もう一方でよりラ
ン
ダ
ムに選
ば
れた人々が議論をして結論を出して、二つの結論が違った時にどう
しようか、みたいな仕組みをつくっ
た方がいいで
すね。我々が見ていても、この人たちが決めていることって本当に国民全体の意
思なのだろうかと疑問が湧くことが結構
あります。
審議会ってやっぱりお手盛りだとか、最初から結論が決まっているじ
ゃ
ないかと
いった行政に対する感覚も、そこで打破
できれ
ば
いいかなと思います。作品をきれ に仕上げることよりも、作品をつくるプロセ
スに色々な人をど 関わらせるかとい
点にシフ
トした方がいいと思っています。―
―
―
―
行
政
の
話
が
出
た
流
れ
で
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が、二
◯
一
一
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
改
正
で、内
閣
府
は
認
証
事
務
を
行
う
所
轄
庁
か
ら
外
れ
ました。一般的に言って、官の組織というのは、自らの権限が失われるのを
嫌がると思うのですが、内閣府は改正に
抵抗しな
かったのでしょうか。
内閣府は逆で、権限を外へ放り投げたい雰囲気が多々あると思います。という
のも、内閣府の役人は基本的に他省庁か
ら出向で
来ている人たちだからです。例え
ば
、内閣府で自殺対
策をやることになっても、内閣府の実態は厚生労働省や文部科学省などから
出
向
し
て
き
た
混
成
部
隊
で
あ
る
た
め、実
際
の
対
策
自
体
は
厚
労
省
や
文
科
省
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す。内
閣
府
は
形
式
的
に
は
ヘッ
ド
ク
オーターであるはずですが、実際には力 ありません。結局権限をなるべく現場
に放り投げたいという遠心力しか働かな
いことに
なります。
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今国会でも、増えすぎた内閣府の権限を各省庁に戻す法律を通したぐらいです
。内閣府が全体を俯瞰して政策を実施し
たり、今
までやったことがない政策をやったりするのはいいです。しかし何年か経ったら
現場に戻さないと、内閣府はパンクしち
ゃ
うんで
すよ。―
―
―
―
最後に、我々のような研究者に、何か明らかにして欲しいと思うことはあ
りますか。
ＮＰ
Ｏ
に対して一般の人たちがどういう意識を持っているかみたいな話は興味
がありますね。
ＮＰ
Ｏ
に対する意識や不満を規定
する要因を知りたい す。例え
ば
、
ＮＰ
Ｏ
を胡散臭いと思う人がいます。そうい
った人に対して、なぜ、どのように
ＮＰ
Ｏ
が胡散
臭く感じるのかを調べて欲しいです。反対に、
ＮＰ
Ｏ
を評価する人に対しても、
評価の理由を聞きたいですね。もちろん
、
ＮＰ
Ｏ
自体を知らない人もたくさんいるとは思いますが。結果として、そのような意識
を変えるために、私たちはどうしたらい
いのかま
で明らかにしてもら
えると、より良いと思います。
｢ＮＰ
Ｏ
と政治」インタビュー調査記録（一）民主党政策調査会
栂坂英樹氏
四一
(七四六)
